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SM-BCの管理とデータの保護

共通の Snapshot コピーを作成します。

定期的なSnapshotコピー処理のほかに、共通のSnapshotコピーを手動で作成することも
できます。 "Snapshot コピー" プライマリSnapMirror整合性グループ内のボリュームと
セカンダリSnapMirror整合性グループ内のボリューム間。

このタスクについて

• ONTAP 9.8 では、スケジュールされている Snapshot 作成間隔は 1 時間です。

ONTAP 9.9.1以降では、この間隔は12時間です。

作業を開始する前に

• SnapMirror グループ関係が同期されている必要があります。

手順

1. 共通の Snapshot コピーを作成します。

destination::>snapmirror update -destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst

2. 更新の進捗を監視します。

destination::>snapmirror show -fields -newest-snapshot

計画的フェイルオーバーを実行

計画的フェイルオーバーでは、プライマリクラスタからセカンダリクラスタがテイクオ
ーバーされるように、プライマリクラスタとセカンダリクラスタのロールを切り替えま
す。フェイルオーバー中は、通常はセカンダリクラスタがクライアントの処理を中断せ
ずにローカルで入出力要求を処理します。

計画的フェイルオーバーを実行して、ディザスタリカバリ構成の健全性をテストしたり、プライマリクラスタ
でメンテナンスを実行したりすることができます。

このタスクについて

計画的フェイルオーバーは、セカンダリクラスタの管理者が開始します。この処理を実行するには、セカンダ
リクラスタがプライマリからテイクオーバーするように、プライマリとセカンダリのロールを切り替える必要
があります。新しいプライマリクラスタは、クライアントの処理を中断することなく、ローカルで入出力要求
の処理を開始できます。

作業を開始する前に

• SM-BC関係が同期されている必要があります。

• ノンストップオペレーションの実行中は、計画的フェイルオーバーを開始できません。ノンストップオペ
レーションには、ボリュームの移動、アグリゲートの再配置、ストレージフェイルオーバーなどがありま
す。

1

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/concepts/snapshot-copies-concept.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/concepts/snapshot-copies-concept.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/concepts/snapshot-copies-concept.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/concepts/snapshot-copies-concept.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/concepts/snapshot-copies-concept.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/concepts/snapshot-copies-concept.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/concepts/snapshot-copies-concept.html


• ONTAPメディエーターが設定され、接続され、クォーラムを構成している必要があります。

手順

計画的フェイルオーバーは、ONTAP CLIまたはSystem Managerを使用して実行できます。

System Manager の略

1. System Managerで、[**Protection]>[Overview]>[Relationships]の順に選択します。

2. フェイルオーバーするSM-BC関係を特定します。名前の横にある … 関係の名前の横にある[

*Failover]を選択します。

3. フェイルオーバーのステータスを監視するには、 snapmirror failover show ONTAP CLIを使
用します。

CLI の使用

1. デスティネーションクラスタから、フェイルオーバー処理を開始します。

destination::>snapmirror failover start -destination-path

vs1_dst:/cg/cg_dst

2. フェイルオーバーの進捗を監視します。

destination::>snapmirror failover show

3. フェイルオーバー処理が完了したら、デスティネーションから同期 SnapMirror 保護関係のステータ
スを監視できます。

destination::>snapmirror show

自動計画外フェイルオーバー処理からのリカバリ

自動計画外フェイルオーバー（ AUFO ）処理は、プライマリクラスタが停止しているか
分離されている場合に実行されます。ONTAPメディエーターは、フェイルオーバーの発
生を検出し、セカンダリクラスタへの自動計画外フェイルオーバーを実行します。セカ
ンダリクラスタがプライマリに変換され、クライアントへのサービス提供が開始されま
す。この処理は、 ONTAP メディエーターからのみ実行します。

自動計画外フェイルオーバーの実行後は、 I/O パスが失われないようにホスト LUN I/O パスを
再スキャンすることが重要です。

計画外フェイルオーバー後の保護関係の再確立

保護関係は、System ManagerまたはONTAP CLIを使用して再確立できます。
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System Manager の略

手順

1. [*Protection] > [Relationships] に移動し、関係の状態が [InSync （ InSync ） ] になるまで待ちます。

2. 元のソースクラスタで処理を再開するには、をクリックします  をクリックし、 * Failover * を選択
します。

CLI の使用

自動計画外フェイルオーバーのステータスは、 snapmirror failover show コマンドを実行します

例：

ClusterB::> snapmirror failover show -instance

Start Time: 9/23/2020 22:03:29

         Source Path: vs1:/cg/scg3

    Destination Path: vs3:/cg/dcg3

     Failover Status: completed

        Error Reason:

            End Time: 9/23/2020 22:03:30

Primary Data Cluster: cluster-2

Last Progress Update: -

       Failover Type: unplanned

  Error Reason codes: -

を参照してください "EMS参照" をクリックして、イベントメッセージおよび対処方法について確認して
ください。

フェイルオーバー後にファンアウト構成で保護を再開する

SM-BC関係のセカンダリクラスタでフェイルオーバーが発生すると、非同期SnapMirrorデスティネーション
は正常な状態でなくなります。非同期SnapMirrorエンドポイントとの関係を削除して再作成し、保護を手動で
リストアする必要があります。

手順

1. フェイルオーバーが正常に完了したことを確認します。

snapmirror failover show

2. 非同期SnapMirrorエンドポイントで、ファンアウトエンドポイントを削除します。

snapmirror delete -destination-path destination_path

3. 3番目のサイトで、新しいSM-BCプライマリボリュームと非同期ファンアウトデスティネーションボリュ
ームの間に非同期SnapMirror関係を作成します。

snapmirror create -source-path source_path -destination-path destination_path

-policy MirrorAllSnapshots -schedule schedule

4. 関係を再同期します。

snapmirror resync -destination-path destination_path
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5. 関係のステータスと健全性を確認します。

snapmirror show

SnapMirrorビジネス継続性処理の監視

次のSnapMirrorビジネス継続性（SM-BC）処理を監視して、SM-BC構成の健全性を確保
できます。

• ONTAP メディエーター

• 計画的フェイルオーバー処理

• 自動計画外フェイルオーバー処理

• SM-BC の可用性

ONTAP メディエーター

通常運用時は、ONTAPメディエーターの状態は「connected」になります。それ以外の状態の場合は、エラー
状態を示している可能性があります。を確認します "Event Management System（EMS；イベント管理システ
ム）メッセージ" エラーと適切な対処方法を特定します。

計画的フェイルオーバー処理

を使用して、計画的フェイルオーバー処理のステータスと進捗状況を監視できます snapmirror failover

show コマンドを実行します例：

ClusterB::> snapmirror failover start -destination-path vs1:/cg/dcg1

フェイルオーバー処理が完了したら、新しいデスティネーションクラスタから同期 SnapMirror 保護のステー
タスを監視できます。例：

ClusterA::> snapmirror show

を参照してください "EMS参照" をクリックしてイベントメッセージと対処方法を確認してください。

自動計画外フェイルオーバー処理

自動計画外フェイルオーバーの実行中は、を使用して処理のステータスを監視できます snapmirror

failover show コマンドを実行します
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ClusterB::> snapmirror failover show -instance

Start Time: 9/23/2020 22:03:29

         Source Path: vs1:/cg/scg3

    Destination Path: vs3:/cg/dcg3

     Failover Status: completed

        Error Reason:

            End Time: 9/23/2020 22:03:30

Primary Data Cluster: cluster-2

Last Progress Update: -

       Failover Type: unplanned

  Error Reason codes: -

を参照してください "EMS参照" をクリックして、イベントメッセージおよび対処方法について確認してくだ
さい。

SM-BC の可用性

SM-BC 関係の可用性は、プライマリクラスタまたはセカンダリクラスタ、あるいはその両方で一連のコマン
ドを使用して確認できます。

使用するコマンドには、があります snapmirror mediator show プライマリクラスタとセカンダリクラス

タの両方でコマンドを実行し、接続とクォーラムステータスを確認します snapmirror show コマンド、お

よび volume show コマンドを実行します例：
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SMBC_A::*> snapmirror mediator show

Mediator Address Peer Cluster     Connection Status Quorum Status

---------------- ---------------- ----------------- -------------

10.236.172.86    SMBC_B           connected         true

SMBC_B::*> snapmirror mediator show

Mediator Address Peer Cluster     Connection Status Quorum Status

---------------- ---------------- ----------------- -------------

10.236.172.86    SMBC_A           connected         true

SMBC_B::*> snapmirror show -expand

 

Progress

Source            Destination Mirror  Relationship   Total

Last

Path        Type  Path        State   Status         Progress  Healthy

Updated

----------- ---- ------------ ------- -------------- --------- -------

--------

vs0:/cg/cg1 XDP  vs1:/cg/cg1_dp Snapmirrored InSync  -         true    -

vs0:vol1    XDP  vs1:vol1_dp  Snapmirrored InSync    -         true    -

2 entries were displayed.

SMBC_A::*> volume show -fields is-smbc-master,smbc-consensus,is-smbc-

failover-capable -volume vol1

vserver volume is-smbc-master is-smbc-failover-capable smbc-consensus

------- ------ -------------- ------------------------ --------------

vs0     vol1   true           false                    Consensus

SMBC_B::*> volume show -fields is-smbc-master,smbc-consensus,is-smbc-

failover-capable -volume vol1_dp

vserver volume  is-smbc-master is-smbc-failover-capable smbc-consensus

------- ------- -------------- ------------------------ --------------

vs1     vol1_dp false          true                     No-consensus

整合性グループへのボリュームの追加または削除

アプリケーションワークロードの要件が変化した場合は、ビジネス継続性を確保するた
めに、整合グループに対してボリュームの追加や削除が必要になることがあります。ア
クティブなSM-BC関係のボリュームを追加および削除するプロセスは、使用してい
るONTAPのバージョンによって異なります。

ほとんどの場合、停止を伴うプロセスです。このプロセスでは、SnapMirror関係を解除し、整合グループを変
更してから保護を再開する必要があります。ONTAP 9.13.1以降では、アクティブなSM-BC関係を持つ整合グ
ループにボリュームを追加する処理は無停止で実行されます。
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このタスクについて

• ONTAP 9.8~9.9.1では、ONTAP CLIを使用して整合グループにボリュームを追加または削除できます。

• ONTAP 9.10.1 以降では、を管理することを推奨します "整合グループ" System Manager または ONTAP

REST API を使用

ボリュームを追加または削除して整合グループの構成を変更する場合は、最初に元の関係を削除してか
ら、新しい構成で整合グループを作成し直す必要があります。

• ONTAP 9.13.1以降では、ソースまたはデスティネーションからアクティブなSM-BC関係を持つ整合性グ
ループに無停止でボリュームを追加できます。

ボリュームの削除はシステム停止を伴う処理です。ボリュームの削除を続行する前に、SnapMirror関係を
解除する必要があります。
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ONTAP 9.8-9.13.0

作業を開始する前に

• 整合グループが内にある間は変更を開始できません。 InSync 状態。

• デスティネーションボリュームのタイプは DP でなければなりません。

• 整合性グループを拡張するために追加する新しいボリュームには、ソースボリュームとデスティネー
ションボリュームの間に共通の Snapshot コピーのペアが必要です。

手順

2つのボリュームマッピングで示されている例は次のとおりです。 vol_src1 ←→ vol_dst1 および

vol_src2 ←→ vol_dst2、エンドポイント間の整合性グループ関係 vs1_src:/cg/cg_src および

vs1_dst:/cg/cg_dst。

1. ソースクラスタとデスティネーションクラスタで、コマンドを使用して、ソースクラスタとデスティ

ネーションクラスタの間に共通のSnapshotがあることを確認します。 snapshot show -vserver

svm_name -volume volume_name -snapshot snapmirror

source::>snapshot show -vserver vs1_src -volume vol_src3 -snapshot

snapmirror*

destination::>snapshot show -vserver vs1_dst -volume vol_dst3 -snapshot

snapmirror*

2. 共通の Snapshot コピーが存在しない場合は、 FlexVol の SnapMirror 関係を作成して初期化しま
す。

destination::>snapmirror initialize -source-path vs1_src:vol_src3

-destination-path vs1_dst:vol_dst3

3. 整合性グループ関係を削除します。

destination::>snapmirror delete -destination-path vs1_dst:vol_dst3

4. ソース SnapMirror 関係を解放し、共通の Snapshot コピーを保持します。

source::>snapmirror release -relationship-info-only true -destination-path

vs1_dst:vol_dst3

5. LUN のマッピングを解除し、既存の整合グループ関係を削除します。

destination::>lun mapping delete -vserver vs1_dst -path <lun_path> -igroup

<igroup_name>

デスティネーション LUN はマッピング解除されますが、プライマリコピー上の LUN

はホスト I/O を処理し続けます

destination::>snapmirror delete -destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst

source::>snapmirror release -destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst

-relationship-info-only true
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6. ONTAP 9.10.1～9.13.0を使用している場合は'ソースのコンシステンシ・グループを正しいコンポジ
ションで削除して再作成しますの手順に従います 整合グループを削除する 次に 単一の整合グループ
を設定する。ONTAP 9.10.1以降では、System ManagerまたはONTAP REST APIで削除および作成
の処理を実行する必要があります。CLI手順 はありません。

◦ ONTAP 9.8、9.0、または9.9.8.1を使用している場合は、次の手順に進みます。**

7. 新しい構成を使用して新しい整合グループをデスティネーションに作成します。

destination::>snapmirror create -source-path vs1_src:/cg/cg_src

-destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst -cg-item-mappings vol_src1:@vol_dst1,

vol_src2:@vol_dst2, vol_src3:@vol_dst3

8. ゼロ RTO 整合グループ関係を再同期し、同期されていることを確認します。

destination::>snapmirror resync -destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst

9. 手順 5 でマッピング解除した LUN を再マッピングします。

destination::> lun map -vserver vs1_dst -path lun_path -igroup igroup_name

10. ホスト LUN の I/O パスを再スキャンして、 LUN へのすべてのパスをリストアします。

ONTAP 9.13.1以降

ONTAP 9.13.1以降では、アクティブなSM-BC関係を持つ整合性グループに無停止でボリュームを追加で
きます。SM-BCでは、ソースとデスティネーションの両方からボリュームを追加できます。

ソース整合性グループからのボリュームの追加の詳細については、を参照してください 整合グループを
変更する。

デスティネーションクラスタからボリュームを追加

1. デスティネーションクラスタで、Protection> Relationshipsを選択します。

2. ボリュームを追加するSM-BC関係を探します。選択するオプション  次に、展開。

3. 整合性グループにボリュームを追加するボリューム関係を選択します

4. [*展開]を選択します。

既存の関係を SM-BC 関係に変換します

ソースクラスタとデスティネーションクラスタの間に既存の同期SnapMirror関係がある
場合は、SM-BC関係に変換できます。これにより、ミラーボリュームを整合グループに
関連付けることができ、マルチボリュームワークロード全体でRPOをゼロにすることが
できます。また、SM-BC関係を確立する前に特定の時点にリバートする必要がある場合
は、既存のSnapMirror Snapshotを保持できます。

作業を開始する前に

• プライマリクラスタとセカンダリクラスタの間にRPOゼロの同期SnapMirror関係が存在している必要があ
ります。

• RTOゼロのSnapMirror関係を作成するには、デスティネーションボリューム上のすべてのLUNのマッピン
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グを解除する必要があります。

• SM-BC がサポートするのは SAN プロトコルだけです（ NFS / CIFS はサポートしません）。NAS アクセ
ス用に整合性グループのコンスティチュエントがマウントされていないことを確認します。

このタスクについて

• プライマリクラスタとセカンダリクラスタのクラスタ管理者およびSVM管理者である必要があります。

• SnapMirror ポリシーを変更して、ゼロ RPO をゼロ RTO 同期に変換することはできません。

• を実行する前に、LUNのマッピングが解除されていることを確認する必要があります snapmirror

create コマンドを実行します

セカンダリボリュームの既存のLUNがマッピングされており、 AutomatedFailover ポリシーが設定さ

れ、 snapmirror create エラーが発生します。

手順

1. セカンダリクラスタから、既存の関係に対してSnapMirror更新を実行します。

destination::>snapmirror update -destination-path vs1_dst:vol1

2. SnapMirror の更新が正常に完了したことを確認します。

destination::>snapmirror show

3. RPO ゼロの各同期関係を休止します。

destination::>snapmirror quiesce -destination-path vs1_dst:vol1

destination::>snapmirror quiesce -destination-path vs1_dst:vol2

4. RPO ゼロの同期関係をそれぞれ削除します。

destination::>snapmirror delete -destination-path vs1_dst:vol1

destination::>snapmirror delete -destination-path vs1_dst:vol2

5. ソース SnapMirror 関係を解放しますが、共通の Snapshot コピーが保持されます。

source::>snapmirror release -relationship-info-only true -destination-path

vs1_dst:vol1

source::>snapmirror release -relationship-info-only true -destination-path

vs1_dst:vol2

6. グループゼロの RTO Synchronous SnapMirror 関係を作成します。

destination::> snapmirror create -source-path vs1_src:/cg/cg_src -destination

-path vs1_dst:/cg/cg_dst -cg-item-mappings vol1:@vol1,vol2:@vol2 -policy

AutomatedFailover

7. 整合グループを再同期します。
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destination::> snapmirror resync -destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst

8. ホスト LUN の I/O パスを再スキャンして、 LUN へのすべてのパスをリストアします。

SM-BCを使用したONTAPのアップグレードとリバート

ONTAP 9.8以降では、SnapMirrorビジネス継続性（SM-BC）がサポートされま
す。ONTAPクラスタのアップグレードとリバートは、アップグレードまたはリバートす
るONTAPのバージョンによってはSM-BC関係に影響します。

SM-BCを使用したONTAPのアップグレード

SM-BCを使用するには、ソースクラスタとデスティネーションクラスタのすべてのノードでONTAP 9.8以降
が実行されている必要があります。

アクティブなSM-BC関係を含むONTAPをアップグレードする場合は、 自動無停止アップグレード（ANDU

）。ANDUを使用すると、アップグレードプロセス中にSM-BC関係が同期されて正常な状態に保たれます。

SM-BC環境でONTAPのアップグレードを準備するための設定手順はありません。ただし、アップグレードの
前後に次の点を確認することを推奨します。

• SM-BC関係が同期されています。

• SnapMirrorに関連するエラーはイベントログに記録されません。

• 両方のクラスタでMediatorがオンラインで正常に動作していることを確認します。

• LUNを保護するために、すべてのホストがすべてのパスを正しく認識できる。

クラスタをONTAP 9.8または9.9.1からONTAP 9.10.1以降にアップグレードすると、ONTAPは
新しい 整合グループ System Managerを使用して設定できるSM-BC関係のソースクラスタとデ
スティネーションクラスタの両方。

。 snapmirror quiesce および snampirror resume コマンドはSM-BCではサポートされ
ていません。

ONTAP 9.10.1からONTAP 9.9.1にリバート

関係を 9.10.1 から 9.1.1 にリバートするには、 SM-BC 関係を削除してから、 9.10.1 整合グループのインス
タンスを削除する必要があります。アクティブなSM-BC関係がある整合性グループは削除できません。9.9.1

以前のバージョンで別のスマートコンテナまたはエンタープライズアプリケーションに関連付けられていた
9.10.1 にアップグレードされた FlexVol ボリュームは、リバート時に関連付けられなくなります。整合グルー
プを削除しても、コンスティチュエントボリュームやボリュームの詳細な Snapshot は削除されません。を参
照してください "整合グループを削除する" を参照してください。ONTAP 9.10.1以降でのこのタスクの詳細に
ついては、を参照してください。

ONTAP 9.8からONTAP 9.7にリバート

SM-BC は、 ONTAP 9.7 と ONTAP 9.8 の混在クラスタではサポートされません。

11

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/upgrade/automated-upgrade-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/consistency-groups/delete-task.html


ONTAP 9.8 から ONTAP 9.7 にリバートする場合は、次の点に注意してください。

• クラスタがSM-BCデスティネーションをホストしている場合、関係を解除して削除するまで、ONTAP 9.7

にリバートすることはできません。

• クラスタがSM-BCソースをホストしている場合、関係を解放するまでONTAP 9.7にリバートすることはで
きません。

• ONTAP 9.7 にリバートする前に、ユーザが作成したカスタムの SM-BC SnapMirror ポリシーをすべて削除
する必要があります。

これらの要件を満たすには、 "SM-BC 設定を削除します"。

手順

1. SM-BC 関係にあるいずれかのクラスタからリバートチェックを実行します。

cluster::*> system node revert-to -version 9.7 -check-only

例

cluster::*> system node revert-to -version 9.7 -check-only

Error: command failed: The revert check phase failed. The following

issues must be resolved before revert can be completed. Bring the data

LIFs down on running vservers. Command to list the running vservers:

vserver show -admin-state running Command to list the data LIFs that are

up: network interface show -role data -status-admin up Command to bring

all data LIFs down: network interface modify {-role data} -status-admin

down

Disable snapshot policies.

    Command to list snapshot policies: "snapshot policy show".

    Command to disable snapshot policies: "snapshot policy modify

-vserver

   * -enabled false"

   Break off the initialized online data-protection (DP) volumes and

delete

   Uninitialized online data-protection (DP) volumes present on the

local

   node.

    Command to list all online data-protection volumes on the local

node:

   volume show -type DP -state online -node <local-node-name>

    Before breaking off the initialized online data-protection volumes,

   quiesce and abort transfers on associated SnapMirror relationships

and

   wait for the Relationship Status to be Quiesced.

    Command to quiesce a SnapMirror relationship: snapmirror quiesce

    Command to abort transfers on a SnapMirror relationship: snapmirror

   abort
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    Command to see if the Relationship Status of a SnapMirror

relationship

   is Quiesced: snapmirror show

    Command to break off a data-protection volume: snapmirror break

    Command to break off a data-protection volume which is the

destination

   of a SnapMirror relationship with a policy of type "vault":

snapmirror

   break -delete-snapshots

    Uninitialized data-protection volumes are reported by the

"snapmirror

   break" command when applied on a DP volume.

    Command to delete volume: volume delete

   Delete current version snapshots in advanced privilege level.

    Command to list snapshots: "snapshot show -fs-version 9.8"

    Command to delete snapshots: "snapshot prepare-for-revert -node

   <nodename>"

   Delete all user-created policies of the type active-strict-sync-

mirror

   and active-sync-mirror.

   The command to see all active-strict-sync-mirror and active-sync-

mirror

   type policies is:

    snapmirror policy show -type

   active-strict-sync-mirror,active-sync-mirror

   The command to delete a policy is :

    snapmirror policy delete -vserver <SVM-name> -policy <policy-name>

クラスタのリバートの詳細については、を参照してください "ONTAP をリバートする"。

SM-BC 設定を削除します

RTOゼロの同期SnapMirror保護が不要になった場合は、SM-BC関係を削除できます。

このタスクについて

• SM-BC 関係を削除する前に、デスティネーションクラスタ内のすべての LUN のマッピングを解除する必
要があります。

• LUN のマッピングが解除されてホストが再スキャンされると、 SCSI ターゲットは LUN のインベントリ
が変更されたことをホストに通知します。RTO ゼロのセカンダリボリュームにある既存の LUN は、ゼロ
の RTO 関係が削除されたあとに新しい ID が反映されるように変更されます。ホストは、セカンダリボリ
ューム LUN を、ソースボリューム LUN とは関係のない新しい LUN として検出します。

• 関係を削除しても、セカンダリボリュームは DP ボリュームのままです。問題を実行できます。

snapmirror break 読み取り/書き込みに変換するコマンド。
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• フェイルオーバー状態でない関係は削除できません。

手順

1. セカンダリクラスタから、ソースエンドポイントとデスティネーションエンドポイントの間のSM-BC整合
性グループ関係を削除します。

destination::>snapmirror delete -destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst

2. プライマリクラスタで、整合性グループ関係と関係に対して作成されたSnapshotコピーを解放します。

source::>snapmirror release -destination-path vs1_dst:/cg/cg_dst

3. ホストの再スキャンを実行して LUN インベントリを更新する。

4. ONTAP 9.10.1 以降では、 SnapMirror 関係を削除しても整合グループは削除されません。整合グループを
削除する場合は、 System Manager または ONTAP REST API を使用する必要があります。を参照してく
ださい 整合グループを削除する を参照してください。

ONTAP メディエーターを削除します。

ONTAP クラスタからONTAP メディエーターの既存の設定を削除する場合は、を使用し

ます snapmirror mediator remove コマンドを実行します

手順

1. ONTAP メディエーターを削除します。

snapmirror mediator remove -mediator-address 12.345.678.90 -peer-cluster

cluster_xyz
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